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CO2地中貯留における地盤の弾性波速度とCO2飽和度

Seismic velocity and CO2 saturation for CO2 sequestration
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CO2地中貯留において、弾性波速度と CO2飽和度の関係を求めるには飽和状態の違いを考えることが極めて重要で
ある。われわれは長岡プロジェクトで取得されたソニック検層と中性子検層結果を解析することで、CO2の飽和状態は
Patchy飽和であることを示すことができた。Uniform,Patchy、Brieの経験式などを用いてCO2の飽和状態を弾性波速度の
関係を見積り、その結果 Patchy飽和と Brieの式が中性子検層から計算した飽和度と良い対応をしめすことがわかった。


